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新年 明けましておめでとうございます。

安倍政権はこの１年間、暴走に次ぐ暴走を繰り返して国民の不安

と批判を招いてきました。 国民の目、耳、口をふさぐ秘密保護法

を強行採決し、多くの国民が反対しているのに、今年４月からの消

費税増税を強行しました。暮れに強行した靖国神社への参拝は、中

国、韓国をはじめ、異例の「失望」を表明したアメリカやロシア、

ＥＵなど、厳しい批判を巻き起こしています。

（参考 裏面 全労連談話）

秘密保護法の撤廃や「原発ゼロ」、消費税増税阻止、ＴＰＰ参加

阻止など様々な分野で、一致する要求や課題で共同する「一点共闘」

が広がってい

ます。

賃上げと安

定した雇用は、

労働者の切実な要求であり、すべての国民の願

いです。「仕事がある」ことは、国民生活と社

会の安定の基盤です。賃上げと安定した雇用は、

日本経済の長期低迷から抜け出し、持続可能な

成長への道を切り開くうえでも最重要で、国民

的な大義を持った課題になっています。

正社員も、非正規雇用も、民間も、公務も違

いをこえて、労働者・国民の連帯で、労働法制

の全面改悪を許さず、人間らしい雇用を実現す

る、大きな共同をつくりあげましょう。

今春闘では、私たち労働組合が元気に思い切っ

た賃上げ要求を掲げて、意気高く取り組み大い

にその存在感を示していきましょう。
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１２月２６日午前、安倍首相は、東京・九段の靖国神社に参拝した。国

民感情や第２次世界大戦後の国際秩序、韓国、中国などの近隣諸国との友

好関係への配慮を欠き、それらを著しく蹂躙する安倍首相の行為に、満身

の怒りを込め、強く抗議の意思を表明する。

靖国神社は、日本の過去の侵略戦争遂行の「道具」とされた歴史がある。

にもかかわらず、戦後も一貫して、侵略戦争を「自存自衛の正義のたたか

い」、「アジア解放の戦争」と美化し、その主張を宣伝、流布する施設と

して存在し続けてきた。

その施設に、政府のトップが参拝することは、その形態如何にかかわら

ず、侵略戦争を肯定する立場に日本が立っていることを世界に宣言するに

等しい行為である。

今回の安倍首相の靖国参拝に対し、韓国政府が「誤った歴史認識をそのまま表したもので・・・

東アジアの安定と協力を根本から損なう時代錯誤の行為」と厳しく非難し、中国政府が「国際正義

への公然たる挑戦」と強く抗議したのは当然のことである。

同盟国であるアメリカからも「失望」が伝えられたように、「英霊に尊崇の念を表明することは

国のリーダーの役割」などという安倍首相の主張は独善的なものであり、国際社会からも到底受け

入れられるものではない。

夏の参議院選挙後、「戦争ができる国」づくりに向けた安倍首相の独裁的暴走が続いている。先

の臨時国会では、国家安全保障会議設置法や特定秘密保護法の成立が強行された。

臨時国会後は、設置した国家安全保障会議の「密室」で、専守防衛という自衛隊のあり様を大き

く変更する「国家安全保障戦略」などを決定し、アフリカ・スーダンでの紛争の激化を口実に、過

去の政府答弁に反する韓国軍への「１万発の銃弾提供」を決定するという異常な状況が続いている。

消費税増税と社会保障改悪を前提とす

る２０１４年政府予算原案の中で、防衛

費関係費は４兆８８４６億円（２８％増）

の突出した額を確保するという軍事大国

化の姿勢も明確である。

このような、「戦争ができる国」に向

けた諸条件整備の延長線上に、今回の靖

国参拝があることは明白である。この点

で、今回の靖国参拝は、憲法に依拠した

「平和な日本」の実現を求める国民世論

に真っ向から挑戦する安倍首相の姿勢を

示したものでもある。

国民世論にも、国際社会の秩序にも挑

戦し、「戦争ができる国」づくりを進め

る安倍首相の独裁的暴走をくい止め、破

たんに追い込むため、国民的運動を全国

に広げていくことが求められている。

全労連は、国民諸階層、市民のたたか

いとも連携し、２０１４年早々から、 憲

法改悪、 雇用・くらし破壊の暴走政治阻

止のたたかいに奮闘する決意である。
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